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1．検討の背景と目的 

人口減少やマイカー普及による自動車利用が進み、公共交通の利用者が減少し続け

ているため、公共交通を維持するための行政負担は増加しています。一方で、高齢化

の進展に伴い、自ら自動車を運転できない高齢者が増加していることなどから、移動

手段を持たない交通弱者に対して、通院や外出などの外出支援策を確保することが大

きな課題となってきました。 

このような背景の中で飯山市では、平成17～18年にかけて市内の公共交通の見直

しを行い、予約型乗り合いタクシー（菜の花タクシー）等を導入して、公共交通の確

保や交通空白地域の解消、行政負担の縮減に取り組んできました。 

しかしながら、市内の公共交通維持のために年間6,500万円余を負担している現状

や、進む高齢化により、公共交通に対する要望や期待の高まりがあることなどから、

市民が安心かつ安全であって利用しやすく、将来的に持続可能な公共交通システムを

構築することを目的に、再度、公共交通の見直しを検討することとしました。 

また、北陸新幹線飯山駅開業を３年後に控え、市内観光発展のための条件整備も必

要なことから、観光二次交通への公共交通の活用策の検討も、生活路線網整備と併せ

て行なう必要があります。 
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2．飯山市の概況 

2-1．人口・世帯の状況 

■■本市の平成22年人口は23,545人、老年人口は31.0％となっている。 

■■地区別にみると、富倉、岡山地区をはじめ全ての地区で減少している。 

課題：人口減少、高齢化への対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：H22まで国勢調査/H27,H32は推計値（国立社会保障･人口問題研究所） 

図 2-1 人口・世帯の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：H17国勢調査 
図 2-2 地区別高齢化率（Ｈ17） 
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富倉地区や岡山地区など市街地から離

れた里山集落の高齢化率が特に高い。 
↓ 

特に高齢者が安全･安心して生活でき

るよう交通の移動手段確保が課題 

3.2人に1人 

が高齢者 

10年後は 

2.7人に1人 

が高齢者 

年少人口 

は10%に 

10年後…. 

公共交通依存が増える 

(高齢者が増え、小中高 

校生が減少) 
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2-2．通勤・通学流動 

■■飯山市内の通勤・通学者は15,012人(通勤13,884人/通学1,128人)である。 

■■通勤･通学において、周辺市町村への公共交通手段による分担は、ＪＲ飯山線やバス 

（中野木島線･合庁線）、野沢温泉線等が機能している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 通勤流動 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 通学流動 

資料：平成17年国勢調査
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2-3．買物動向 

■■飯山市内の地元滞留率は61.6％で推移をみると、10年(H12→H21)で3.1％低下している。 

■■市外の買物先(流出)では、中野市(18.3%)や長野市(12.9%)となっている。 

■■近隣市町村からの流入では、木島平村(61.8%)、野沢温泉村(56.9%)、栄村(46.0%)である。 

課題 買い物弱者への対応   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.買物動向(平成21年度) 

 

 

日用品・飲食料品の買い物先は、飯山市内が90％以上を占めており、交通弱者のため

の買い物支援として公共交通の確保が課題    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：長野県商圏調査 

図.地元滞留率の推移 

野沢温泉村や木島平村

から本市へ買い物にきて

おり、これらを野沢温泉線

が公共交通機能を分担 
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2-4．自動車保有率 

■■飯山市の自動車保有台数は、21,624台(H22)で１世帯当たり2.8台(長野県平均2.3台)です。 

■■１世帯あたり人口3.1人で概ね一人一台の保有状況です。 

課題 マイカー依存が高く、公共交通は子どもや高齢者、障がい者など交通弱者の移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：飯山市の統計(平成19年版),毎月人口,長野県内の市町村別自動車保有車両数(長野運輸支局) 

図.自動車保有台数の推移 

 
2-5．鉄道の利用推移 

■■飯山市の鉄道はＪＲ飯山線があり、９駅がある。 

■■飯山駅では平成20年に約610人/日の利用で、10年前と比べ100人/日程度減少している。 

課題 鉄道の利用促進、観光客や通勤･通学などニーズに合わせた鉄道とバスの連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：長野県統計書 

図.駅別乗車人員 

 

●１世帯人口に近い自動車 
保有台数である。 

●マイカー需要が高い 
（公共交通への利用 
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21,762 21,716
21,809 21,816 21,786

21,866
21,754

21,624

3.1
3.03.1

3.13.1
3.2

3.2
3.3

2.8
2.82.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8

21,000

21,500

22,000

22,500

23,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

自
動
車
保
有
台
数

（
台

）

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

1
世
帯
当
た
り
人
口

（
人

）

・
保
有
車
両
数

（
台

）

自動車類保有台数 1世帯あたり人口 1世帯あたり保有車両

732 723
678 678 705

670 636 622
606 612

432 443
404 415 415

362 350 345 351
314

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

(人/日)

蓮駅

飯山駅

北飯山駅

信濃平駅

戸狩野沢温泉駅

上境駅

上桑名川駅

桑名川駅

西大滝駅



 

-6- 

 
2-6．施設分布 

■■市の中心部に飯山駅や飯山日赤病院、市役所、商店街所が集積している。 

■■市街地南部の静間バイパス沿線に郊外型商業施設や飲食店などが集まっている。 

■■観光資源は、寺のまち、高橋まゆみ人形館、映画のロケ地等のほか、斑尾高原、 

なべくら高原などが市域全体に分布している。  

課題 日常生活者、来訪者それぞれのニーズに対応した公共交通の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.飯山市内の施設分布 

 

瑞穂木島方面線（デマンド運

行）が近くまであるが、観光ニ

ーズには適合していない  

温井線が近くまであるが、

観光ニーズには適合して

いない 

市街地循環線を一部

観光客が利用している 

斑尾線を沿線住民と 
観光客が利用している 

小境線を一部観光客

が利用している。 




